
事故収束作業に伴い発生したガレキ・伐採木の管理状況（H24.5.8時点）
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エリア境界空間線量率

（mSv/h）
種類 保管方法 エリア占有率

固体廃棄物貯蔵庫 0.07 コンクリート、金属 容器 410 個 － 個 45 %

Ａ：敷地北側 0.40 コンクリート、金属 仮設保管設備 11,000 ｍ３ － ｍ３ 94 %

Ｂ：敷地北側 0.05 コンクリート、金属 容器 450 個 － 個 98 %

Ｃ：敷地北側 0.01 コンクリート、金属 屋外集積 25,000 ｍ３ + 2000 ｍ３ 74 %

Ｄ：敷地北側 0.02 コンクリート、金属 屋外集積 2,000 ｍ３ － ｍ３ 56 %

Ｅ：敷地北側 0.01 コンクリート、金属 屋外集積 3,000 ｍ３ + 1000 ｍ３ 73 %

Ｆ：敷地北側 0.15 コンクリート、金属 容器 100 個 － 個 100 %

47,000 ｍ３ + 3000 ｍ３ 76 %

Ｇ：敷地北側 0.01 伐採木 屋外集積 17,000 ｍ３ － ｍ３ 82 %

Ｈ：敷地北側 0.03 伐採木 屋外集積 16,000 ｍ３ － ｍ３ 88 %

Ｉ：敷地北側 0.03 伐採木 屋外集積 11,000 ｍ３ － ｍ３ 100 %

Ｊ：敷地南側 0.06 伐採木 屋外集積 12,000 ｍ３ － ｍ３ 77 %

Ｋ：敷地南側 0.06 伐採木 屋外集積 5,000 ｍ３ － ｍ３ 100 %

60,000 ｍ３ － ｍ３ 86 %

保管量※

合計（コンクリート、金属）

合計（伐採木）
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※ 容器は10個未満，容積は1,000m3未満を四捨五入
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